
                      

 「プール開き」の一コマです。梅雨の合間の晴天

がプールの青を際立たせます。プールサイドから見

守る役は、この日はつらい役です。プールに身を沈

めている子どもたちの姿が羨ましくて、羨ましくて

…。 

子どもたちの喜びの声がプール方向から平谷中

に響きました。地域の方々は、「プールが始まった

な。」と思ったことでしょう。今シーズンの水泳の

授業が本格的に始まった合図とも言えます。水質も

水温も良好で快適です。これからプールの使用の決

まりを守って、水泳の力をぐんぐん付けていってほ

しいと思ったのが６月中旬でした。 

７月に入り、大自然の中の屋外プールはとても気

持ちが良いものです。日に焼けた顔が力強く泳ぐ姿

とマッチして、活気あるプールになっています。 

夏休み中も何日かプールを開放します。どうぞ、

積極的に活用させてください。但し、この酷暑の中です。水分補給や休憩を上手にして、体の調

子を整えながら水泳を楽しむよう声がけをお願いします。 

 

 
 

このほど、学校とみどり保育所の掲示板が設置

されました。ご覧になられましたか？ 

校門を出たところの曲がり角にあります。地域

の皆さんに、学校や保育所の様子を発信していき

たいと思います。見かけましたら、掲示物を覗い

てみてください。 

この掲示板は、猿飼橋の補修工事を行っていた

「下村重機(株)」さんが購入と取り付け工事を行

ってくださいました。誠に有り難いことです。 

どういうことかと言いますと、猿飼橋の改修工事が完了するに当たり、下村重機(株)さんから

地域に何か貢献出来ないだろうかというお話をいただきました。このお話を持ってきてくださっ

たのが、古田さんです。古田さんの仲立ちで学校への貢献となり、この掲示板設置とそして、チ

ャイムのプログラミングを行っていただくことになりました。 
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チャイムのプログラミングというのは、自動的

に音楽等が流れるように専門家にプログラムを

修正していただいたのです。給食後の歯磨きの音

楽や下校会前の校歌が設定時刻になれば校内放

送で流れ始め、音楽が子どもたちの動きを促して

くれます。 

フィルハーモニー交響楽団が演奏する「校歌」

が流れると、「もう下校会だな」と感じます。大

変有り難いことですね。 

後日、子どもたちから感謝の気持ちを込めて、

感謝状を下村重機(株)の代表者の方に手交させていただきました。かなり高額な物となりました。

感謝です。大切に使います。有り難うございました！ 

 

 

 

 「いじめ」は、どの学校でも起こりうる問題です。大人や教職員が気がつかないところで、起

こってしまう問題でもあります。そのことから本校でも 6月に「いじめに関するアンケート調査」

を実施しました。これは無記名式となっており、児童が記入しやすいようになっています。 

 学校では、その結果から「いじめられたことがある」「いじめられている人がいる」と回答が

あった場合は、様々な事に配慮しながら個別に懇談するなど迅速な対応に努めています。 

 ご家庭でも、子どもさんからこのような話があったときには、すぐに学校に一報いただきます

ようお願いします。 

 なお、この調査に向けて、各担任から次のような指導をしています。参考にしてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

本日の給食に、新十津川町(北海道)のメロンを出しました。左の写真は

配膳前に調理場でスタンバイされていた様子です。これは、この夏に来村

される新十津川町訪問団からの贈り物です。直接学校に届いたので、この

日にみんなで食する事にしました。調理員さんがよく冷やしてくれていた

ので、とても美味しくいただきました。本日は土用の丑の日ですが、ウナ

ギより美味しかったかもしれません！ありがとう！ 

 

様々な事があった 1学期でした。皆様のご理解ご協力に感謝です。誠に有り難うございました。 

一旦、子どもさんをご家庭にお返しいたします。 どうぞ宜しくお願いします。 

植村美来児童会長(6年生)が感謝状

を朗読している所です。 

 

いじめは、人間として絶対に許されません。また、いじめをはやし立てたり、傍観したりす

る行為もいじめる行為と同様に許されません。 

 自分がいじめを受けた事や、自分の周りにいじめがある事実を大人などに伝えることは、

正しい行為で大切なことです。 

 いじめられている児童はもとより、「いじめの存在を周りに告げたことによって自分もいじめ

られるおそれがある。」と考えている児童を、学校は絶対守ります。 


